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火災概要 
 一般住宅の１階リビング内で使用していたＯＡタップの配線から出火し、リビング

内の一部とソファーを焼失した建物火災です。付近の住人が煙に気が付き、建物内に

赤く光る炎を発見し、すぐに１１９番通報しています。その後、到着した消防隊の放

水により鎮火しています。 

原因概要 

    焼失しているソファー付近を調査すると、付近から動物がかじったと思われる電気

配線と電気痕が発掘されました。 

 

 

 

 

 

 

 

、火災を防ぐポイントについて記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
類似火災の防止対策 

 

①  損傷している電気配線を発見したときには直ぐに使 

用をやめて新しいものに交換してください。 

 

②  動物の近くに火源と成るものを置かないようにしま 

しょう。 

 

③  ねずみ等の小動物を目撃したときには、周囲の電気 

配線等を点検し、直ぐに駆除してください。 

 

④ ウサギやハムスター等を飼育し、ヒーター用の電 

気配線を使用する場合は、配線を保護しましょう。 

・・・火火災災がが発発生生ししたた場場合合はは、、直直ぐぐにに消消防防（（１１１１９９））へへ通通報報ししててくくだだささいい。。・・・ 

 

１ リビング内のソファーに著しい焼けが見られ、ソフ

ァーの周辺を調べると、ソファーの下部（床面）から

多数の電気痕と、補修された電気配線が見つかりまし

た。  
２ 補修された電気配線を詳細に見分すると、動物がか

じったと思われる痕跡が見られました。  
３ 関係者によると、リビング内でウサギを飼っており、

以前からウサギが電気配線をかじったりしていたの

で、補修をして使用していたものです。  
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